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研究成果の概要： 

学生生活調査や校友会誌、新聞記事、書簡集、小説などを資料として 1930 年代、1960 年代
の学生文化の転換点を明らかにした。これらの作業にもとづいて、明治期から現在にいたる学
生小説の流れを確認し、代表となる学生小説を選定して各時代の特性についてまとめるととも
に、学生文化の構造的変容を明らかにした。 

これらから、戦後日本社会における知識人界と「学問」の変容についてそのダイナミズムを
描き出し、現在の社会における大学と大学界のゆらぎについて検討した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 2,400,000 0 2,400,000 

２００７年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

２００８年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

年度  

  年度  

総 計 5,800,000 1,020,000 6,820,000 

 
 
研究分野：歴史社会学 
科研費の分科・細目：教育社会学 
キーワード：学生文化、高等教育、歴史社会学、文芸社会学、学生生活調査 
 
１．研究開始当初の背景 

日本の高等教育進学率は1980年にすで
に50%を超えており、大学・短期大学だけ
でも昨年度ついに50%を超えて、Ｍ．トロ
ウのいう＜ユニバーサル段階＞へと突入し
た。だが一方で、「大学で何を学ぶのか」、
「何のための学問か」が繰り返し問われ、
教養崩壊の時代と言われたり、あるいは大
学卒業後も定職に就かないフリーターやニ
ート、社会との接点を持てない引きこもり
の若者が増えるなど、大学と社会のあいだ

の齟齬が原因と思われる問題が顕在化して
いる。 
ひるがえってみれば、こうした大学と社

会のありかたに関する問題の淵源は1930
年代、あるいは1960年代に遡ることが可能
である。1930年代は、高等教育への進学率
が高まりはじめた第一期の大学＜マス化＞
の時代である。一方の1960年代とは、大学
進学率が男子で15％を超えた、＜ユニバー
サル化＞の入り口の時代にあたる。 
 この２つの時代には、それぞれ、マルク



ス主義的教養主義の隆盛と左翼思想の弾圧、
大学紛争の激化と鎮圧という、大規模な大
学と社会との摩擦が生じ、学生文化が大き
く変容しはじめた時期でもある。1930年代
の変動の構造は、社会変革運動との親和性
をもった学生文化が肥大しすぎた結果、社
会からの圧力を受けて文化的に回帰した過
程と捉えることができる。また、1960年代
の変動は大学における学問の存立そのもの
をめぐる闘争であり、学生運動の敗北に伴
い、キャンパスは一気に大衆文化の様相を
帯び、「しらけ」た空気が蔓延することと
なった。 
 「大学全入時代」を迎えた現在、こうし
た視点から、大学と社会の関係を改めて問
い直す必要がある。 

 
２．研究の目的 

本研究は、1930 年代と 1960 年代という
2 つの高等教育拡大の画期を中心として、
量的データを中心に、小説、日記、自伝、
インタビューなど質的なデータを用いて
各時代の学生文化の特質をとらえ、現在に
およぶ日本における学生文化の展開と変
容について明らかにすることを目的とし
ている。 

さらに、学生文化の構造的変容、学生文
化の内実やその類型の変容について、その
ダイナミズムを解明することを通じて、学
生紛争が何を意味し、どのような帰結をも
たらしたのか、あるいは現代のフリータ
ー・ニートや引きこもりなど若者をめぐる
社会的問題の深層について考察するもの
である。 

 
３．研究の方法 

本研究は、学問や思想、生活についての
各種学生調査や文芸小説・手記・日記など
を用いて歴史社会学的手法や文芸社会学
的手法を用いて、多角的に解明する。 

具体的には、(1)文部（科学）省および各
大学が実施した学生生活調査の収集およ
び分析、(2)学生小説、キャンパス小説の収
集及び分析、(3)女子の学生文化に関する分
析、という 3 つの作業班に分かれてそれぞ
れの分野の研究を進めるとともに、研究会
を開催し、各分担者の研究経過を報告して
全体の研究計画の調整をはかった。 

 
４．研究成果 
(1)学生生活調査の収集および分析 
①関西にある私立大学の学生生活調査につ

いて、1963 年～1988 年の結果表の再集計
および 1998～2005 年の個票データの分析
を行なった。読書傾向や学習時間を東京大
学や京都大学の学生生活調査の結果と比
較した結果、中堅私立大学のキャンパス・

カルチャーは大学進学率の上昇にともな
って、むしろ東大・京大のキャンパス・カ
ルチャーよりもマス・カルチャーとの類似
性が高まってきたことが示された。 

②京都帝国大学の学友会について、関係資料
を用いて創立から 1930 年代にかけての組
織の変遷をまとめ、旧制高等学校や帝国大
学における課外活動組織の位置づけや役
割に関する分析を行なった。 

③校友会や寄宿舎といった学生の「課外活
動」について、その成立期の史料を洗い直
し、学生の動きと大学側の関与や対応を丁
寧に追うことで、学生の自治という視点か
ら学生文化の源流を明らかにした。 

④文部省資料をデータ化して 1900 年代前半
の在外研究員の動向を把握し、高等教育に
おいて海外渡航留学生や留学生制度が及
ぼしうる影響についての分析を行なった。 

 
(2)学生小説、キャンパス小説の収集及び分析 
①1930 年代の新聞における学生の自殺報道

記事を収集し、太宰治を軸にして「自殺学
生像」の構築や変容についての分析を行な
った。 

②旧制第一高等学校および東京帝国大学に
在籍したある詩人の書簡（1927-1938）か
ら、1930 年代の学生文化の諸相を読み取
った。 

 
(3)女子の学生文化に関する分析 
①高等女学校の卒業生調査から「女学校文

化」は、その思想性や社会性から距離をお
いた特性が羨望と忌避の源であることが
示された。一方、近代日本社会において、
特に初期の女子の中・高等教育機関を牽引
したミッション・スクールは、西洋知の発
信基地としてあこがれの存在でもあり、か
つ、「シャドウ」として近代日本社会のイ
デオロギーを照射していたということが
示された。男子学生文化の「欠如」とも、
また、男子学生文化よりも崇高で純粋な文
化とも捉えることのできるこのような女
子学生文化は、学生文化や学生文化論に対
する新たな分析視角でもある。 

②明治期から大正中期にかけての高等女学
校同窓会誌にもとづいてデータを作成、分
析し、高等女学校卒業生にとって、在学時
につくり上げた友人関係や女学校文化、女
学校卒という学歴が、卒業後にどのような
意味や機能をもっていたのかについて、階
層的視点を踏まえて考察を行なった。 
 
これらの作業にもとづいて、明治期から現

在にいたる学生小説の流れを確認し、代表と
なる学生小説を選定して各時代の特性につ
いてまとめるとともに、学生文化の構造的変
容を明らかにした。 



また、戦後日本社会における知識人界と
「学問」の変容についてそのダイナミズムを
描き出した。 

プロジェクト最終年度となる 2008 年 9 月
には「学生文化の変容と終焉―煩悶からレジ
ャーへ」というタイトルでシンポジウムを開
催した。このシンポジウムにより、現代の学
生文化を中心としてこれまで教育社会学に
おいて明らかにされてきた実証的知見に依
拠しつつ、比較文化研究および歴史社会学的
研究、文芸社会学研究といった多様な分析視
角から今後、学生文化研究を深化させてゆく
意義と方向性が示された。 
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